














研究目的 

妊娠分娩時の胎児監視における胎児心拍モニターの重要性はいうまでもない。すなわち目

下のところは一般に胎児の低酸素血症に対するレスポンスを胎児心拍モニターによって推

測し,対応しているが,この場合できれば連続して胎児の血液ガス所見と胎児心拍の変化と

を関連づけて考察する事が必要である。しかし,ヒトでこの連続した両者の関連を求めて考

察することは,臨床的に必ずしも可能でなく,現在分娩時の児頭血による血液ガス分析,分

娩後の臍帯血ガス分析,それらの所見と分娩直前の胎児心拍モニターのそれとで,胎児の状

態を推測しているにすぎない。そこで,我々は動物とくに赤毛ザル,羊を用いる慢性実験モ

デルを作成し,これの基礎検討とこのモデルを用いる検討を行ない,さらに胎仔の低酸素状

態における胎児心拍とカテコールアミン,AVP との関連等についての基礎資料を得る事を

目的として以下の検討を行った。 


